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大島 活 ･目片文夫 ･林 基治 ･野崎真澄 ･
清水慶子1)
研究概要
1)マカクザル胎児の感覚系発達に関する生理
学的研究
大島 沼 ･桁水慶子
外部の音声が子宮内に到達することは,すでに
音感度マイクロフォンにて証明ずみだが,次に聴
性誘発反応が,胎生日数によってどのように変化
してゆくかを,現在は,出産厄前及び妊娠120日
前後の胎児について検討中である｡妊娠120日の
胎児では,出産厄前の胎児ほど著明な誘発反応は
認められないが,それでも3-5時の山を持つ反
応が見られ,この胎生時期にすでに胎児は聴性能
を有することは明らかである｡今後は,更に80日,
60日胎生について追試する｡
こういった聴覚テス トを皮切りにして,視覚あ
るいは皮膚感覚反応の発達についても追究してゆ
きたい｡これらの生理学的実験を援用するために
Bスコープ,胎児心電計などを用いている｡
2)血管平滑筋の電気生理学的研究
目片文夫
くi)血管平滑筋は一般には活動電位を発生させな
い｡これはこの筋細胞が刺激一応答連関において
速い反応を示す必要性がないことに対応している｡
これまで微小電極法により一個の細胞として,こ
の筋細胞の電気的性質をしらべてきたが,今後は
パッチクランプ法によりこの細胞のイオンチャン
ネルについてしらべ,この細胞膜のもつ特舛性,
特に活動磁位を欠く点について明らかにする｡
(i)冠状血管平滑筋の神経支配は動物柱間により
大きく異なる.そこでヒトに類縁的に最も近いサ
ル(主にニホンザルを使い)のこの組織の神経支
配について微小唱極法によりしらべる｡
3)神経ペプチドの個体発生に関する研究
林 基治
マカク属サル大脳皮質におけるVIP,ソマト
スタチン,P物質等の神経ペプチドの発現機序を,
各ペプチドに対する特異ラジオイムノアッセイ法
で解析している｡本年は,胎生期120日ですでに
3校のペプチドは皮質内に同定される事,満期に
1)教務職員
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